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 Ⅰ 授業評価の計画 



Ⅰ 授業評価の計画 

１ 実施の経緯 

       名桜大学における授業評価は、教育・研究の現状を的確に把握し、その問題点を明確化す

ることを目的に、平成６年４月、学長の諮問により自己点検・評価委員会が設置され、実施

に向けた作業が開始された。 

           以後の経緯は、以下のとおりである。 

平成 ７年１月  自己点検・評価委員会により、科目ごとではなく全体評価としての学

部学生による授業評価アンケートが実施された。この方法は、平成１０

年度まで継続された。 

平成１１年７月  科目ごとの授業評価アンケートが実施され、その結果を基に評価対象

となった科目を担当する各教員による「授業評価アンケート結果の考

察」をまとめた報告書が作成された。この方法は、平成１７年度前学期

まで継続された。 

平成１７年    自己点検・評価委員会により授業評価アンケートの質問項目が修正さ

れ、平成１７年度後学期から施行された。 

平成２０年    授業評価を行う主体が自己点検・評価委員会から授業評価委員会に変

更された。 

アンケート実施から報告書完成までの時間がかかりすぎる等の問題点

があったため、平成２０年前期からそれまでの職員が教室において授業

評価アンケートを施行する方法をあらため、個々の学生が本学ホームペ

ージの学内者専用サイトから直接アンケートに回答するという Web を利

用する方法が始められた。同時に質問項目についても修正が加えられた。 

平成２２年    授業評価委員会が廃止され、FD 委員会が授業評価を引き継いで行う

こととなった。   

平成２３年    授業評価の回答率の低迷の原因が、Web を利用して行う実施方法にあ

ることが明らかになったため、平成２３年度前期の授業評価アンケート

実施から、再び紙媒体を用いた実施方法に戻して施行された。その結果、

アンケート回答率については概ね満足できる結果が得られた。 

平成２４年    前年と同じ調査内容・方法で実施された。アンケート回答率について

満足できる結果が得られた。 

平成２５年    調査方法はマークシート方式が定着し、アンケート回収率も安定して

高い割合を維持している。本年度より集計結果の速報をメール添付によ

り配信し、各教員の考察執筆のタイミングを早めるよう配慮した。 

平成２６年   調査方法は引き続きマークシート方式をとっており、授業評価結果を迅

速にフィードバックし、各教員がシラバス作成時にその結果を反映でき

るように配慮した。 



現在の課題として、調査内容及び調査手順をより目的に合致して本学の教 

育の質の向上に結びつくものへと改善してゆくことである。 

   平成２８年   調査方法はマークシート及び Web での方式を用いた。また、アンケート 

内容にオフィスアワーの活用に関する項目を追加した。 

２ 授業評価の実施方法 

１） 実施経過 

FD 委員会開催 

・授業評価日程の審議・確定 

・実施要領の審議・確定 

・質問項目の作成調整・確定 

教 授 会 

・学生による授業評価の実施の報告と協力依頼 

学生による授業評価アンケートの実施について依頼 

・アンケート依頼（学生向け） ⇒資料１ 

・アンケート依頼（教員向け） ⇒資料２ 

アンケートの実施 

・紙媒体によるアンケートを実施 

アンケート結果の集計 

授業評価アンケート結果の考察について依頼 

・アンケート結果の考察依頼（教員向け） ⇒資料３ 

教員から考察結果の回収 

報告書の作成 

公 表 

・『教育方法の改善を求めて―学生による授業評価―』の発行 

・学内専用 Web ページから各授業のアンケート集計結果及び教員の考察

内容の閲覧、大学附属図書館で学外利用者へ授業評価報告書の閲覧 







名桜大学ＦＤ委員会

平成 2９年１月１2 日

平成２８年後学期・「学生による授業評価アンケート調査」実施要項

１ 趣旨 

   名桜大学の教育活動の充実のため、現在、教育課程の見直しが「教務委員会」や各学科等で 

行われている。ＦＤ委員会としては、授業に対する学生の評価を分析することにより、教育方 

法の改善を図るための参考資料とするものである。 

２ 実施対象科目 

対象は、本年度中に開講される演習（基礎演習､ 専門演習）、現地実習及び企業実習、集中講

義を除く全ての授業科目とする。 

３ 実施機関

   名桜大学ＦＤ委員会

４ 実施方法

（１） 調査については、原則として当該科目担当教員が実施するものとし、当該科目の担当教員

は指定された授業時間を早めに終了し、調査時間に充当する。

（２）当該科目の担当教員は、調査票を持参し、学生に調査の趣旨、記入方法などを説明した後、

調査票を配布する。

配布及び回収については、学生に依頼する。

 （３）委員会が作成する質問事項に対し、学生がマークシート方式で回答する。

 （４）回答者は、氏名を記入しない。

（５）Web 入力を行った学生はマークシート右上へ『Web 回答済』と記載する。

（６）記入が終了した調査票は、指名された学生が回収袋に回答者数を記入のうえ署名し、教務課

へ提出する。

５ 実施手順

受取（担当教員） 実施（担当教員） 配布・回収（学生）

アンケート調査用紙       

 [各メールボックス] [担当教員は学生に調査の記入方法等を説明] [学生に配布、回収を依頼]      

提出（学生） 教務課 Web 入力（担当教員）

６ 調査期間      

後学期 平成２９年１月２４日（火）～ １月３０日（月）

７ 調査結果の公表と取り扱い

（１）学生による評価の全体的な傾向、授業科目別集計、分析結果は、出版物として学内外へ 

  公表する。また、授業科目別集計、教員個別の考察について、学内限定で、Ｗｅｂ画面上 

  に公開する。 

（２）各授業科目の評価の集計及び意見については、各担当教員へ通知し、学長へ報告する。 

なお、担当教員は、学生の評価や意見について、意見書を学長または委員会に対し提出す 

ることができる。 

（３）本学における授業方法の改善について適切な対策を講じるものとする。

※質問等がございましたら、教務課・大城までご連絡ください。ＴＥＬ：0980-51-1055 （内線 2215）

学生が講義時間内に回答 回答数の記入

考 察データ入力、集計等教務課ｱﾝｹｰﾄ回収箱 Web 閲覧・報告書



平成 29 年 1 月 12 日

学生のみなさんへ 

                              名桜大学ＦＤ委員会

平成２８年度後学期 学生による授業評価アンケート調査の実施について（通知）

標記のことについて、名桜大学の教育活動を改善するための基礎資料を得るために、全学

生を対象としたマークシート方式又は Web 入力による授業評価アンケート調査を実施するこ

とになりました。 

つきましては、下記要領により実施しますので、御協力方よろしくお願い致します。

記

  １ 実施期間  

  平成２９年１月２４日（火）～１月３０日（月） 

   ２ 実施場所 

    各教室または、授業を行う場所 

  ３ 実施対象科目 

  原則として、すべての開講科目について行う。ただし、科目の特質を考慮して、演習 

（基礎演習、専門演習）、 現地実習及び企業実習他、各実習科目、集中講義を除く。

４ 実施方法 

    マークシート方式又は Web 入力により、無記名で回答する。 

  ５ 調査結果の公表 

    調査結果は、Ｗｅｂ公開します。 

閲覧方法については、調査後、掲示でお知らせします。 

  ６ 問い合わせ：教務部教務課（本部棟２階） 



学内教務第 801 号

平成２９年１月 12 日

教 員 各 位

名桜大学ＦＤ委員会

委員長 金城 亮

（公印省略）

平成２８年度後学期「学生による授業評価アンケート調査」の

実施について（通知）

標記のことについて、名桜大学の教育活動を改善するための基礎資料を得るために全学生

を対象としたマークシート方式による授業評価アンケート調査を実施します。 

つきましては、下記要領により各授業で実施して頂きますよう御協力をよろしくお願

い致します。

記

   １ 評価の目的 

学生による授業評価アンケート調査は、学生の視点から見た授業内容、授業方法等に 

ついて意見を聴取し、授業に対する学生の評価を分析することにより、教員が教育方法 

の改善を図るための参考資料とするものである。 

２ 対象科目 

原則として、すべての開講科目について行う。ただし、科目の特質を考慮して、演習 

（基礎演習、専門演習）、現地実習及び企業実習他、各実習科目、集中講義を除く。

３ 実施期間 

平成２９年１月２４日（火）～１月３０日（月） 

    ４ 実施方法  

調査については、原則として、当該科目の担当教員が実施するものとする。当該科目 

の担当教員は指定された授業時間を早めに終了し、調査時間（15 分程度）に充当する。 

（１）アンケート調査の開始前（1/23（月））までに教務課担当者が、回収袋と調査票を各

教員のメールボックスに投函します。 

（２）当該科目の担当教員は、調査票を持参し、学生に調査の趣旨、記入方法などを説明 

した後、学生２名を指名し、調査票の配付と回収を依頼して下さい。 

なお、記入方法等の説明の際、ホワイトボードに授業名、教員名を板書の上、学生 

に必ず記入するよう説明して下さい。 

（３）調査票の質問事項に対し、学生がマークシート方式により無記名で回答する。 

（４） 記入が終了した調査票は、指名された学生が回収袋に回答者数を記入の上、署名し

速やかに教務課へ提出する。 

※ 詳しくは、実施手順に従ってください。 

【 問い合わせ等 】 

教務部教務課 担当 大城 

TEL：0980-51-1055  内線（2215） 



学内教務第 1000 号

平成 29 年 3 月 24 日

教 員 各 位

名桜大学ＦＤ委員会

委員長 金城 亮

  （公印省略）

平成２８年度後学期 学生による授業評価アンケート結果の考察について（依頼）

 標記のことについて、平成２８年度後学期に実施しました学生による授業評価アンケート調査結果

を ID・パスワード入力により、Web 画面上で閲覧頂けますのでご確認下さい。

つきましては、下記要領により各担当授業科目のアンケート結果（集計表、学生コメント）を考察

のうえ、提出して頂きますようご協力をお願い致します。

 なお、考察提出期限の翌日から各授業の集計表及びアンケートに対する各教員の考察結果を Web
で閲覧します。また、閲覧開始について別途メールで通知します。

記

１ 提出方法：

（１）Web 入力により提出する場合

① 名桜大学ホームページの学内者専用サイトからアクセスして下さい。

② 「授業活動支援システム（授業評価アンケート考察入力）」をクリックしてください。

③ ユニバーサルパスポート（成績登録、シラバス登録）で使用している ID・パスワード

を入力し、アンケート集計結果、学生コメントを画面上で確認できます。

④ 考察を入力する際の詳しい操作方法については、別添「システム簡易操作マニュアル」

を参照して下さい。

（２）電子メールで提出する場合

Web システムでの入力が可能でない場合、下記の問い合わせ E メールでご連絡下さい。

「別紙様式」を送信します。

（３）パソコン等の使用が可能でない場合（紙媒体での提出）

アンケート結果の考察を授業科目毎に、「別紙様式」に手書きで記入し提出して下さい。

２ 提出期間 平成２９年３月２４日（金）～４月２１日（金）

【提出先及び問い合わせ】

名桜大学 教務部 教務課【担当：大城】

〒905-8585  沖縄県名護市字為又 1220-1  
E-mail：hi.oshiro@meio-u.ac.jp 

 TEL：0980-51-1055（内線 2215）
FAX：0980-54-0077 



※ 記入上の注意

① 所属（非常勤講師は、記入不要）、職名、氏名、平成２８年度後学期担当授業科目を記入して

下さい。

② 学生による授業評価アンケートの結果（集計表、学生コメント）を考察の上、「１．アンケ

ート結果の分析について」と「２．今後の改善点について」を記入して下さい。記入字数が多

い場合は、記入枠を広げて記入して下さい。

③ 本様式は、授業科目毎に作成して下さい。

所 属 職名 氏名

平成 28 年度後学期授業担当科目

■ アンケート結果の考察

別紙様式



Ⅱ 授業評価の概要 













Ⅲ 授業評価 集計結果資料 



１ 項目別全学集計 





２ 学科等別集計 















３ 受講者数別集計















４ 科目カテゴリー別集計















Ⅳ 科目カテゴリー別授業評価 



１ 外国語科目 













































２ 教養教育科目 



















































































３ 国際学群専門教育科目 





































































































































４ スポーツ健康学科専門教育科目 

















































５ 看護学科専門教育科目 







































６ 教職科目 
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